
議員氏名：大沼 英樹 

議案番号：陳情第９号 

案 件 名：「園試跡地の地籍を総括し、確固たる資料の保存して下さい。」の陳情 

討論内容： 

私は陳情９号に賛成の立場で討論をいたします。 

審査の過程において、畦畔の有償取得に対して町側の回答は理解を十分に得られる説明であった

とは言えません。 

県からの土地取得に際して、十分に確認し手続をすべきでしたが、町長の強い意向で前のめりに

土地取得を進めたことがこの問題の原因ではないかと思っております。 

庁舎建設で何十億の金額が動いている、このことによって９００万円というお金が小さな金額に

思うかもしれませんけれども、例えばもし必要もない公用車とかに９００万円を使うとしたら大問

題になるのではないかというふうに思うわけです。ですから、９００万円の価値というものは、そ

んなに低いものではないということを改めて認識いただきたいと思います。 

陳情者が述べている旧園芸試験場や果樹公園、天然記念物の原木は、地域で古くから親しまれて

きた歴史的、文化的な資産です。これらに対する陳情者の深い思いや地域への愛情は尊重されるべ

きであり、今までに多くの詳細な資料や切実な願いが寄せられております。 

過去、複数の陳情が十分に審査されず、机上配付にとどまっている現状は、議会が町民ではなく、

現町政を守る組織として機能していることを表し、非常に残念です。 

町の歴史や文化を守る取り組みは、町民の愛町精神の醸成に直結する重要な要素です。議会とし

ては、こうした町民の思いを真摯に受け止め、歴史の保存に向けて適切に反映できるよう町に求め

る責務があります。 

以上の点から、本陳情を採択して討論とさせていただきます。 


